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登録リスト（該当：185件）
  ≪  1  2  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 信州上田学2023／地域キュレーションVol.1]	信州上田学2023／地域キュレーションVol.1	長野大学講義科目「信州上田学」(2023年度後期)を受講した学生たち(主に新入生が対象、3学部横断)の「地域キュレーション」(地域を探究しアウトプットする学び)のアウトカム集です。講義内容は「信州上田学2023①～④地域キュレーション」をご参照ください。

「学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生)」それぞれのマイテーマにリンクしています。[ Vol.1 | Vol.2 ]


　No. ニックネーム／探究テーマ
　　　探究のねらい

	こぶた／別所を盛り上げるには
サークルの関係で別所に行く機会が多々あるが、別所の魅力にまだ自分自身

	2024-02-16
	2	[image: 千曲川沿い道路の崖2008/06/03]	千曲川沿い道路の崖2008/06/03	2008/06/03の記録。

上田市下之条から坂城町へ続く県道は千曲川沿いの岩鼻の崖に沿って通っていました。この前後の区間は崖から崩落があり、この時には崖の崩落防止の工事がなされていました。その後、この道路は閉鎖となり、千曲川対岸の堤防道路が代替路として使われた後、岩鼻を貫通する国道18号線により代替されました。	2024-02-14
	3	[image: 千曲川橋梁]	千曲川橋梁	上田駅と城下駅の間にある千曲川橋梁です。２０１９年の台風１９号により千曲川が決壊し橋は崩落しましたが、２０２１年に復旧工事が完了し別所線は運行を再開しました。災害から復活したこの橋は上田のシンボルとなっています。上田の人々にたくさん愛されてきたのだなと感じました。	2024-02-13
	4	[image: 千曲川展望公園2008/05/06]	千曲川展望公園2008/05/06	2008/05/06の記録。
千曲市八幡の姨捨駅と麻績村の聖高原のほぼ中間の場所に「千曲川展望公園」があります。姨捨駅よりもさらに高い地点から千曲川流域の盆地を一望できます。この景観も素晴らしい。	2024-02-13
	5	[image: 千曲川で見られる水鳥‐2]	千曲川で見られる水鳥‐2	千曲川で観察できた水鳥です。

画像はサギです。サイズ的、時期的ににダイサギだと思われます。

一般的にシラサギと呼ばれるサギは「ダイサギ」「チュウサギ」「コサギ」とサイズによって種類が異なります。

ダイサギは日本では亜種が渡り鳥としてやってきますが、夏鳥としてやってくる種と冬鳥としてやってくる種がいるため、一年を通して観察することができます。

チュウサギは日本には夏鳥としてやってきます。水田に多く見られます。

コサギは留鳥で一年を通して観察することができます。2種よりも小型で、夏羽は頭部に飾り羽を持っています。

秋ごろに川の比較的浅めのところにサギが集まっていたのを見かけたことがあったので、千曲川はサギにとって良い餌場となっているのだと考えました。	2024-02-13
	6	[image: 自転車レーンの整備例について]	自転車レーンの整備例について	　山梨県甲府市の自転車レーンの整備例だ。歩道を白いタイルと赤いタイルに分け、車道に遠い方から順に白いタイルが歩道、赤い方が自転車レーンとなっている。バス停と干渉する場所には自転車レーンにも横断歩道が整備され、人と自転車が安全に区分けされている。今後、しかし、上田市街、特に上田駅前や他の国道、県道では自転車レーンはおろか歩道も満足にない道がある。上田で自転車をより使いやすいものにするには、こうした大規模な自転車レーンの整備による歩車分離を促進しなければならいのではないか。
　さらに、ポートの整備と自転車の配分も考えなければならないと思う。上田市内には、１０を超えるポートがあったが、そのうち半分以上が千曲川の北側の上田市街である。市街でも、ポートが上田駅や上田城址公園のまわりに	2024-02-13
	7	[image: 観光目的でのシェアサイクル利用例]	観光目的でのシェアサイクル利用例	新潟県妙高高原でのシェアサイクルの事例。妙高高原でのシェアサイクルサービスは、雪のない時期限定となっており、これは常設化されている。付近の野尻湖や、赤倉温泉へのアクセス手段として機能している。上田・千曲シェアサイクル実証実験でも、観光目的の利用を中心とし、冬季は閉鎖するシステムを取っているが、雪の降る日が少ない東信地方では、冬季閉鎖よりも雪の日と路面が凍結する降雪後の数日のみ貸出禁止にする措置が妥当ではないだろうか。
　特に、妙高高原では少ない地元利用も上田では増えている。２０２３年１０月には、今までポートがなかったザビック上田中央店にも新設されたことが証拠となっているだろう。近くには上田バスのバス停もあるが、時刻表に縛られない自由なシェアサイクルは、バスやタクシーの補完も	2024-02-12
	8	[image: 【上田市の銭湯】地図から銭湯の分布を見てみよう～「史的ニ上田」編～]	【上田市の銭湯】地図から銭湯の分布を見てみよう～「史的ニ上田」編～	突然ですが、皆さんは銭湯に行ったことはありますか？

銭湯というと、富士山の壁画が描かれた、東京の大きな下町銭湯を思い浮かべる人が多いと思います。ここでいう銭湯とは、法律で定められた一般公衆浴場のことです。

ここ上田市にも、地域に根付いた街のお風呂屋さん、銭湯が2軒あります。ですが最盛期には、なんと24軒もの銭湯がありました。昔は市街地ではお風呂のある家庭は一般的ではなく、農村部のお百姓さんの家、どこかの大富豪の社長さんの家など、限られた家庭にしかありませんでした。そこで、「浴場業（銭湯）」という一つの業種が確立されたんですね。今回は、上田市の銭湯を研究するための必読書、「史的ニ上田（15）上田の銭湯」という文献をご紹介します。
（画像は、文中にも登場する中央3丁目（松原町）の「竹の	2024-02-12
	9	[image: 【上田市の銭湯】地図から銭湯の分布を見てみよう～大正期編～]	【上田市の銭湯】地図から銭湯の分布を見てみよう～大正期編～	突然ですが、皆さんは銭湯に行ったことはありますか？

銭湯というと、富士山の壁画が描かれた、東京の大きな下町銭湯を思い浮かべる人が多いと思います。ここでいう銭湯とは、法律で定められた一般公衆浴場のことです。

ここ上田市にも、地域に根付いた街のお風呂屋さん、銭湯が2軒あります。ですが最盛期には、なんと24軒もの銭湯がありました。昔は市街地ではお風呂のある家庭は一般的ではなく、農村部のお百姓さんの家、どこかの大富豪の社長さんの家など、限られた家庭にしかありませんでした。そこで、「浴場業（銭湯）」という一つの業種が確立されたんですね。今回は、そんな上田市の銭湯の分布を、2つの大正期の地図から探っていきましょう。
（画像は最盛期の銭湯をGISアプリで国土地理院の地理院地図にプロットしたもの）
	2024-02-12
	10	[image: 上田合戦の上田城]	上田合戦の上田城	上田城は二度の徳川軍の襲撃を耐え、撤退に追い込むことができた。徳川軍との戦いは上田合戦と呼ばれ、1585年と1600年に勃発した。
1585年の第一次上田合戦は真田と徳川の間で領地問題が発生したことで起きた。徳川軍7000に対し、真田軍は加勢込みで2000弱しかいなかったが、上田城の急な崖と千曲川の増水、狭い道におびき寄せて叩く様々な策略を用いたことで死者を抑え、撤退に追い込んだのである。
第二次上田合戦は関ヶ原の戦いの前であり、石田か徳川のどちらにつくかで石田についたことで起きた。返答と面会を遅らせた上に、あえて徳川軍をおびき寄せてから反撃する策によって、徳川軍に打撃を与え、関ヶ原への到着を遅らせたのである。
上田城のように大きな合戦に二度も勝利した事例は少ない。この勝利は知恵と地の利がもたらしたも	2024-02-12
	11	[image: 信州上田花火大会～上田の夏の風物詩～]	信州上田花火大会～上田の夏の風物詩～	2023年で36回目の歴史のある花火大会である信州上田花火大会。

数千発もの花火が打ち上げられ、千曲川河川敷には多くの市民が集まる。とても綺麗だった。地元の企業が数多く協賛しているらしく、上田地域全体を巻き込み、長年地域の人々に愛されてきたものだということがよく伝わってきた。

会場は上田城からも近く、周辺の観光資源を盛り上げることにも繋がっているのではないだろうか。	2024-02-12
	12	[image: 千曲川橋梁]	千曲川橋梁	千曲川橋梁は、上田電鉄別所線の鉄道橋である。かつて、上田盆地には、多くの地方鉄道が存在していた。多くあった鉄道路線の中で、「川西線」を現在の信濃鉄道に乗り入れるために、建設された。今も長く愛される上田電鉄別所線を支えている。	2024-02-11
	13	[image: 上田の街つくり３]	上田の街つくり３	これは上田城付近の地図である。松本城とは決定的な違いがあり、道がうねっているのが確認できる。何回か千曲川の氾濫が起こったことによって昔から残る街道の姿がそのまま現存している、というわけではなさそうではある。	2024-02-05
	14	[image: 別所線赤い橋]	別所線赤い橋	上田電鉄別所線のシンボルともいえる赤い橋（千曲川橋梁。1924年に架橋された。
2019年の台風19号により崩落したが、市民の協力により復活した。
上田市民の市民力や別所線が地域に愛されていることを感じた。	2024-02-02
	15	[image: 千曲川で見られる水鳥]	千曲川で見られる水鳥	千曲川で観察できた水鳥です。

冬になってから水鳥がよく見られるようになりました。

画像上の真ん中に見える鳥は、種類までは判断することができませんでしたが、羽を広げた姿がカワウとみられるようなシルエットでした。

他にも画像手前と奥にカモ類が泳いでいるのが確認できました。中には幼個体とみられる小型の個体も泳いでいました。

冬に個体数が増加したように感じたのは冬鳥が越冬するためにやって来たことが関係していそうだと感じました。	2024-02-01
	16	[image: 上田原]	上田原	東西に国道143号、上田電鉄別所線、北東から南西に県道上田丸子線が通じる。東部の倉升山麓に発達する扇状地と、産川、千曲川が形成する河川段丘の上に立地する地形で、地名の由来となっている。
中世は小県郡小泉荘の一部をなし、下之条に跨る一帯は天文17年（1548年）に起きた上田原の戦いの古戦場跡である。
当駅は別所線内で全15駅のうち、上田駅に次ぐ2位の平均乗車人員。一日の利用者数が多いために、当駅には待合室のほかに、下車の際に整理券と料金を渡す手間を省くことのできる、券売機もあるのではないかと考えた。	2024-01-29
	17	[image: 上田城の地形]	上田城の地形	上田城は難攻不落の城といわれた防御力に長けた城だった。南端は千曲川の分流である尼ヶ淵に面しており、上田泥流層が浸食されて作られた崖になっている。実際に見てみると10mほどの崖になっていた。江戸時代は分流が流れていたためより防御力があったと考える。自然地形を巧みに利用した防御機能は、上田城が難攻不落といわれる大きな要因ではないだろうか。	2024-01-25
	18	[image: 崖沿い・千曲川沿い道路の記録2007]	崖沿い・千曲川沿い道路の記録2007	2007/10/25の記録。
上田市・千曲川右岸の岩鼻から坂城町に抜ける県道77号線は、絶壁のような崖沿いに展開していました。一部、崖の崩落などもあり、2007年頃はその修復工事が行われていました。

現在この区間は通行禁止となり、国道18号線がバイパスされて岩鼻の岩盤を貫通するトンネルを抜けて坂城町側につながる安全なルートに代替されました。	2024-01-16
	19	[image: 美ヶ原・遠景]	美ヶ原・遠景	千曲川近くから美ヶ原を遠望しています。

深田久弥が日本百名山の一つに挙げた美ヶ原。他の名山と異なり、山頂が尖った山容をしていません。非常に緩やかにわずかに丘になっているように見えるところが山頂です。テレビ塔が何本も立っていることもシンボリックです。山頂にテレビ塔、こんなユニークな山はどこにもありません。山頂のとんがりがない代わりに、これ以上ない山頂の目印となっています。	2023-12-24
	20	[image: 建設中のサントミューゼ2013/11/22]	建設中のサントミューゼ2013/11/22	上田市の複合的文化施設「サントミューゼ」が開館したのは2014/10/02です。2013年11月はまだ建設途上でした。

千曲川河川敷の桑畑であったこの区画に鐘紡上田工場が建設され、1937年に操業を始めました。当時の様子の映像がネット公開されています。

（上田市マルチメディア情報センターの動画）

戦後は日本専売公社（後に日本たばこ）の工場となり、その跡地の再開発が進められてきました。	2023-12-23
	21	[image: 海野町商店街]	海野町商店街	海野町商店街を歩いてみました。海野町商店街を歩いてみて昭和レトロな雰囲気を感じることができました。以前に千曲市の戸倉上山田の温泉街を歩いてみたことがあるのですが、その場所と同じようなレトロな雰囲気を感じました。また、同じ上田市の柳町のように昔懐かしい雰囲気が醸し出されているので貴重な観光資源になるのではないかと感じました。
@上田市中央2丁目	2023-12-11
	22	[image: 上田ならではの低い雲]	上田ならではの低い雲	朝7時台の千曲川沿い。普通雲は高く空に浮かんでいるものですが、雲が低くたれこめています。この辺りは標高が400メートル台。茨城県だったら筑波山の中腹とほぼ同じ高さ。標高が高いところに暮らしていることを実感しますネ！	2023-10-24
	23	[image: 2代松平忠愛と尼ヶ淵]	2代松平忠愛と尼ヶ淵	　上田城南側に切り立つ崖の下段には、横に長く敷き詰められた石垣がある。この石垣は、松平忠愛(ただざね)が築造したものだ。享保17年(1732)に大雨で増水した千曲川がこの崖面を大きく削ったため、護岸工事を行ったそうだ。（戌の満水）
　上田城南側の芝生広場を訪れた際に感じてほしいのは、江戸時代にはその地に広場はなく、尼が淵という千曲川の分流が流れていたということだ。そのため、崖面を見ることができている我々は貴重な体験をしている。そして、下段の石垣は強固に見えるが、敵が登ってくるのをを防ぐために築かれたのではないことも知ってほしい。
　二度の上田合戦や大坂の陣で名を轟かせた真田氏の居城であったからこそ、忠愛は、南櫓、西櫓を崩れささせたくなかったのだろうと私は思った。
　	2023-10-23
	24	[image: 2019年、台風19号／崩落した鉄橋と跡形もない河川敷の森]	2019年、台風19号／崩落した鉄橋と跡形もない河川敷の森	台風19号の大きな衝撃の一つは別所線の鉄橋の崩落です。2019/10/13、全国にも大きく報道されました。鉄橋は崩落したものの堤防は間一髪のところで崩壊を免れています。もしこれが崩落したら広大な川沿いの住宅地が浸水被害になるところでした。この画像はそれから数日後10/19の記録です。

ここで注目いただきたいことは河川敷にあった樹木の森が全く消滅していることです。数多くあった大きな樹木が根こそぎ流され、堤防や鉄橋に激しく衝突した結果、堤防と鉄橋の崩落をもたらしたのではないかと推察します（誰も崩落の要因を語る人はいませんが）。	2023-10-16
	25	[image: 2019年、台風19号／避難先の混乱]	2019年、台風19号／避難先の混乱	2019/10/12、台風19号、上田市では警戒レベル４となり避難指示が発令されました。問題は住まいが安全かどうか、避難先はどこかです。私は千曲川に近い低地に暮らしていることもあり、高台に移動した後、最寄りの避難先の一つ、泉田の防災センターに避難しました。

避難所は多くの場所が大勢の人々で大変だったと聞いています。泉田のこの施設は避難先としての周知が行き届いていなかったせいか、避難者が少なく済みました。市の職員の方が丁寧に就寝用マットを配られるなど対応されていました。

翌日深夜２時頃、よく寝付けず、スマホで見る情報を見ると千曲川の水位が徐々に低くなる状況を確認し、家に戻ることにしました。途中、川辺小学校の前を通過しました。校庭に避難した方々の車が多数停まっているのを目撃しました。

後から	2023-10-16
	26	[image: 2019年、台風19号／千曲川増水で橋桁に打ち付ける波]	2019年、台風19号／千曲川増水で橋桁に打ち付ける波	2019/10/12、22:00頃の千曲川の状況を記録した画像です。古舟橋の情景です。暗くて見えにくいですが、横に伸びる黒い帯が橋、その下に延びるやや白い帯が波です。危険水位まで水が上昇し川面が激しく波打って橋桁の下にぶつかっていました。周囲にはゴーッという川音が遠くからでも響いていました。

この個所は幸いにして越水や洪水の被害からはまぬがれました。その後まもなくそれぞれの橋は通行禁止になりました。私もこの後安全な高台に車で移動しました。	2023-10-16
	27	[image: 2019年、台風19号／上田で千曲川の越水発生]	2019年、台風19号／上田で千曲川の越水発生	2019/10/12、台風19号は大雨をもたらし特別警告が発令されましたが、より深刻な状況は千曲川の異常なほどの増水です。千曲川の上流で発生した豪雨により千曲川の水位が危険水位に達しました。国分では越水が起こり、住宅が浸水の被害に合いました。

当日直面した問題は状況の把握、行動の判断に必要な情報の取得の困難です。上田市役所のホームページは常時つながらない状況が続き全く役立たずでした。最も参考になったのはCATV(上田ケーブルビジョン)の地元に密着した情報、国土交通省の河川ライブカメラの映像です。20時過ぎ、国分は既に越水した状況がわかります。	2023-10-16
	28	[image: 信州シルクストーリー《千曲川流域編》]	信州シルクストーリー《千曲川流域編》	シルクロード長野ネットワークが「信州シルクロード」の観光資源、産業遺産を広く知っていただくために作成した冊子。物語を活用して信州シルクロードのより一層の観 光資源の意味付け、魅力ある観光地の創造を目指して作成した。

●内容（目次）
小諸　小諸のシルクストーリー
　　　小諸のシルクスポット　酢久商店、氷風穴
上田　上田のシルクストーリー
　　　上田のシルクスポット　信州大学繊維学部講堂、旧常田館製糸場
松代　松代のシルクストーリー
　　　松代のシルクスポット　旧横田家住宅、松代まち歩きセンター
須坂　須坂のシルクストーリー
　　　須坂のシルクスポット　須坂クラシック美術館、臥竜公園
温泉街にもシルクストーリー？　別所温泉
　別所温泉のシルクスポット　倉澤家蚕室、氷沢風穴
その他のシル	2023-10-16
	29	[image: 2005年の千曲川、洪水被害前の河川敷の森]	2005年の千曲川、洪水被害前の河川敷の森	2005/08/10の記録画像です。私が上田に移り住んだ最初の年が2005年。上田花火大会を見るのもこの時が初めてでした。花火大会が始まる前、川沿いの堤防に多くの市民がシートを敷いて花火が始まるのを待っています。暗い中撮影したのでカメラもややブレています。それはともかく、河川敷に豊かな森が広がっている状況にご注目ください。

2019/10/12、上田をはじめとし長野県の各地は台風19号により甚大な水害に見舞われました。最も衝撃的で象徴的だった被害が別所線鉄橋の崩落です。河川敷に森となっていたこれらの樹木は根こそぎ流され、跡形もなくなっていました。つ洪水の凄まじさを物語る災害でした。これらの画像、災害前の河川敷の状況の記録です。	2023-10-14
	30	[image: めずらしい美ヶ原の逆さ霧]	めずらしい美ヶ原の逆さ霧	上田地域で「逆さ霧」は千曲川の北側の山々の峰に時折り発生します。他の山々で発生する逆さ霧は見たことがありません。

10/4の正午過ぎ、美ヶ原の峰から逆さ霧が降りている現象を目撃しました。これは非常にめずらしい。美ヶ原の西側の松本市側がどのような気象だったのかを確認するのを忘れました。こういう現象が起きるのですね。	2023-10-07
	31	[image: 蚕都上田マップ２【上小地域】]	蚕都上田マップ２【上小地域】	「上小(じょうしょう)」は上田小県の略称です。当初の上田市はエリアが小さく「蚕都上田」は「上田小県」を意味していました。「塩尻地区」「塩田地区」「旧丸子町」などが該当します。
	蚕都上田マップ２【上小地域】を見る




小県(ちいさがた)は蚕都上田を支える後背地域であった。千曲川沿岸では養蚕とともに蚕種製造業が発達した。丸子町は岡谷、須坂と並ぶ製糸都市に成長した。
（マップ解説文から編集）

基図『小県郡及上田市地図』(信濃教育会小県上田部会, 1930年)
制作　蚕都上田プロジェクトマップ部会
発行日　2010年3月31日	2023-10-05
	32	[image: 常盤街の歴史　昭和４５年から昭和４９年まで]	常盤街の歴史　昭和４５年から昭和４９年まで	昭和４５年
１　　　自治会会則が一部変更し、監事２名を置く。
９　　　「これからの親と子のあり方」の講習会を開く。
　　　　講師は上田三中校長黒坂周平氏。
１０　　　西小･三中PTA支部廃品回収を実施、収益金２０,８８４円
１１　　　新上田橋が完成する。
昭和４６年
９　　　　敬老会を市老人福祉センターで開く。米寿会員３３人出席。
１０　　　常盤町簡易郵便局が開局する。
１０　　　上田市交通安全協会鎌原支会の分会として常盤町分会が設立される。
１０　　　自治会館南側の道路を日曜広場として利用し始める。
１２　　　町婦人部主催で金子康夫さん撮影の８mm映画「常盤町の誕生より今日まで」の上映会を開く。
１２　　　団地南端の交差点（山寺さん宅前）へカーブミラーや「止れ」の交通標識が建つ。
１２　	2023-08-09
	33	[image: 常盤町の歴史　昭和３５年から昭和３９年まで]	常盤町の歴史　昭和３５年から昭和３９年まで	今回の「常盤町の歴史」では、常盤町創立（昭和３５年）から平成３年（「常盤町３０年のあゆみ」に記載されている範囲）の範囲内を可能な限り記す。内容に関しては私個人が重要な事を抜き出し及び文章を変更して記載すると事実と異なる内容となる危険性があるため、記されている内容をそのまま記載する。尚、該当ページは第３章常盤町３０年のあゆみ、第１節常盤町３０年の沿革表が記されている７７頁～１００頁である。文量が多いため、５年毎複数のページに分けて記載する。

昭和３５年
１２　　県企業局より住宅団地造成計画のあることが地元（生塚区）に示される。
昭和３６年
２　　　このころから生塚区及び関係地主の対応が具体化し始め、団地造成委員会を設けたり関係地主大会も開かれ、県や市との交渉･話し合いが頻繁にも	2023-08-09
	34	[image: まとめ(上田との比較)]	まとめ(上田との比較)	今回、千曲市の橋を調査をしてみて、案外その数が少ないことに驚きました。
もちろん、調査にかけることができた時間も足りないというのは事実ですが、同じくらいの時間で行った上田市での調査では十五以上見つけたのに対し、千曲市では七つに留まりました。
ここで推論として考えられるのは、「大きい川があるから橋の数も多いとは限らない」ということです。千曲川のような巨大な河川に橋を架けるとなると、膨大な時間と費用がかかります。そういくつも架けることは市の財政的にも厳しいですし、最低限で抑えるのは当たり前です。よって、細かい河川が少ない千曲市には、そこまで多くの橋が見つからず、逆に多かった上田市では多く見られたということでしょう。
当たり前のように考えられる今回の推論ですが、実際にこの目で見て判	2023-05-07
	35	[image: 万葉橋]	万葉橋	温泉街を通り、再び千曲川沿いに出るとあるのがこの「万葉橋」。どちら側にも温泉がある、湯巡りに来た観光客にとっては欠かせない橋です。
橋から見渡せる雄大な千曲川沿いの景色を、特に美しく見ることができます。	2023-05-07
	36	[image: 番外編：湯の橋]	番外編：湯の橋	大正橋からさらに堤防を通って上流へ...と進むことはせず、少し回り道して戸倉の温泉街に。
以前の上田での調査の際、入り組んだ街並みには案外面白い発見があると学んだため、いざ温泉街へ。
そこで見つけたのが、この「湯の橋」。温泉に相応しい名前ですね。橋と言って良いのかと首を傾げるくらいにはこぢんまりとした橋でしたが、下を覗くと蔦まみれの建物に草の茂った用水路...とレトロさが味わえてなんとも気に入ってしまいました。
風景をより魅力的にする、というのも橋の利点なのかもしれません。	2023-05-07
	37	[image: 大正橋]	大正橋	千曲橋から人通りが減少してきたここまでですが、この大正橋まで来ると賑やかさが戻ってきました。
この大正橋、観光スポットとしても有名です。というのも、「恋しの湯伝説」という言い伝えがある、ロマン溢れるスポットだからです(石碑の写真参照)。橋に埋め込まれた赤い小石を探すのも楽しいかもしれません。
また、とてもデザイン性が良い橋で、橋の名前にもある「大正」のロマンをイメージし、ガス灯を模した橋灯が飾られています。	2023-05-07
	38	[image: 冠着橋]	冠着橋	さらに上流に向かい、遭遇するのがこの冠着橋。
この冠着橋、少し特殊な経緯を辿った橋だそうです。かつて架かっていた旧橋は1969～91年にわたり、四段階に分けて完成までこぎ着けた。そのため、橋の幅が広くなったり狭くなったりして一定ではない歪な形をしていたそう。
そんな紆余曲折を経て、2014年には新しい橋ができ、こうして重厚感のある安心な橋へと変貌したようです。
歴史を知ることで、その橋を見る気持ちも変わってくるように感じます。当たり前のように普段使っている橋も、多くの金と犠牲のもとに成り立っている。私たちも感謝しなくてはならないという感情がわきました。	2023-05-07
	39	[image: 平和橋]	平和橋	千曲市でも有数の長さを誇るのが、この平和橋。
その長さは約580mで、川幅の広いこの一帯を繋ぐ必要不可欠な橋です。
平和橋の「平和」というネーミングは、初めてここに本格的な橋が架けられた1951年が、サンフランシスコ平和条約と同年であったことから、それにちなんで付けられたようです。
水色のボディが青空に映えて、景観と馴染んでいるのも良いと思いました。	2023-05-07
	40	[image: 御言橋]	御言橋	千曲橋を離れ、堤防を通って上流を目指します。
すると見つけたのがこの「御言橋」。千曲川の分流に架かる橋のようで、下を覗くと砂利と礫を転がす小気味良い水流を眺めることができます。
ここには二つ似たような橋があったのですが、両方が同じ御言橋という名前を冠していました。双子の橋、という印象がみられます。	2023-05-07
	41	[image: 千曲川水管橋]	千曲川水管橋	千曲橋と並んで目を引くのが、この「千曲川水管橋」です。人を運ぶ橋とは違い、水を運ぶのがこの橋の役割です。
真っ白で細いそのフォルムはまるで脊椎のようで、どこか先進的。こちらも千曲橋と同じくインパクトある景観を創り出しています。	2023-05-07
	42	[image: 千曲橋]	千曲橋	まずは下流側の橋であるこの、「千曲橋」。
旧橋は老朽化によるひび割れなどの影響で撤去され、この新しい橋は1996年に完成・開通を果たしました。
「斜張橋」と呼ばれるケーブルに支えられたこの橋は、千曲市役所にも隣接しており、まさに千曲市のランドマークとしての役割も果たしています。
交通量も比較的多く、すぐ下には野球場もあって活気のある印象。橋の上にもデザイン性のある仕掛けが施されており、渡っているだけで楽しい橋です。	2023-05-07
	43	[image: はじめに]	はじめに	この記事は、千曲市内における千曲川沿いの橋を巡った記録としてまとめています。
以前、上田市街地周辺の橋探索を行ったのですが、思ったより数多くの橋を発見できました。故に、千曲川という日本最大の河川をもつ千曲市であれば、より多くの橋を見つけることができるのではないか、という考えのもと、今回の調査を行うに至りました。
上田との比較も交えることで、少しでも深みのある記事になることを期待しつつまとめていきます。

※本サイトが紹介しているのはほんの一部です。千曲川沿い全ての橋を掲載しているわけではありませんので、御了承ください。	2023-05-07
	44	[image: 電車が通る赤い鉄橋]	電車が通る赤い鉄橋	別所線の千曲川橋梁を電車が通過していきました。信号待ちでこのような情景に出会えるとはラッキーです。

2019年、台風でこの鉄橋が崩落した時、長野大生らによる「別所線かけはしプロジェクト」に、歌手のユーミンこと松任谷由実さんが「あの赤い鉄橋に再び電車の走る姿が見たい」とのメッセージを残されたことが後日話題になりました。その時の情景を思い起こします。	2023-03-11
	45	[image: 太郎山とハリー・K・シゲタ]	太郎山とハリー・K・シゲタ	写真は国際的商業写真家として活躍した写真家、上田出身のハリー・K・シゲタが撮影した、千曲川と太郎山の写真「上田橋より太郎山を望む」である。
昔から現在まで変わらず太郎山は上田市民と密接に関係しているものだと分かる。

https://jpsearch.go.jp/item/u001-UMS_008_0644	2023-02-01
	46	[image: ”川”と共にある上田市御所]	”川”と共にある上田市御所	上田市には千曲川が流れている。

上田市の災害の歴史を語るには欠かせないだろう

千曲川が流れている御所では、昔から大きな洪水の被害を受けてきた。その被害を少なくするために当時の村人達は｢水天宮｣を奉納し、｢天御中主神(あめのなかぬしのかみ)｣を祭ってきた。

向かいにも｢水神宮｣がある。

今、ここで生活出来ているのは当時の人々が、こういった｢信仰｣によって水害が少なくなることを願い、どうすれば安全になるのかを考えて対応をした、それらの｢堤防｣の積み重ねの結晶であると考えられる。

昔の人々の想いに馳せながら、こういった史跡を巡ってみるのも面白いのではないだろうか。	2023-01-30
	47	[image: 桑原康盛等連署起請文]	桑原康盛等連署起請文	この一族は、信州の海野幸貞の被官ひかん衆。桑原くわばら氏は更級郡桑原（千曲 市）、塔原とうのはら氏は筑北地方の塔ノ原（東筑摩郡明科町）を本拠とする海野氏血族である。山崎氏・城内氏も、筑北地方の地侍じざむらいであろう。誓詞の最後の条からみて、上杉氏の勢力と接する地域であるため、特に警戒されたようです。

起請文の内容はほぼ似ているようですが、これを含めた三通は特に従順な忠誠心を誓わせているようです。

https://museum.umic.jp/ikushima/kishomon/rokukajyo.html	2023-01-30
	48	[image: 鉄道施設としての別所線]	鉄道施設としての別所線	写真の通りに別所温泉駅では、日本遺産の別所線の鉄道施設としての説明看板が立てられています。
上田から別所温泉までの路線は大正10年（1921年）に開通したと書かれています。
また、真っ赤な鉄橋である千曲川橋梁（きょうりょう）は224メートルの長さであったそうです。
中塩田駅や別所温泉駅など駅舎に近代の趣が残っている様子が見る事が出来ます。	2023-01-22
	49	[image: 交通機関を使って上田観光を！]	交通機関を使って上田観光を！	上田市での交通手段は主に車、電車やバスなどの交通機関、タクシーなどがあります。その中でも特に、電車やバスといった交通機関は、たくさんの人々が利用し、日常生活に必要不可欠となっています。
上田市の主な電車には、しなの鉄道と上田電鉄別所線があり、上田電鉄別所線は大学前にも通っているため、長野大学の皆さんも普段から利用しているのではないかと思います。上田電鉄別所線は上田駅から別所温泉駅まで続いており、上田市屈指の観光地である別所温泉に気軽に行くことができます。上田電鉄別所線の車両には、1月1日～30日限定の車両「謹賀新年　HM」、「れいんどりーむ号　HM」、「真田傍陽線開業95周年　HM」「真田傍陽線廃止50周年　HM」、「さなだどりーむ号　HM」などのラッピングが施された特殊車両があり、外見でも楽しむ	2023-01-19
	50	[image: 上田電鉄の重要性を露わにしよう]	上田電鉄の重要性を露わにしよう	Elaboration課題の提起
２０１９年９月の「台風19号」により千曲川橋梁が崩落した上田電鉄別所線には、日本中から早期復旧を求める声が届いた。このように、利用者は存続の危機に際して重要性を訴求している。しかし、現状の上田電鉄は補助金に依存した経営を余儀なくされ、観光資源としては物足りないものがある。上田電鉄沿線は貴重な遺構や見どころであふれているのは間違いないが、こういった観光資源を有効活用するには、どうすればよいだろうか。
なぜそうなのか(=仮説、問題の構造を描いてみる)
一番の問題は、会社や地元民が上田電鉄の重要性に気づいていないという点である。また、上田電鉄は利益率が低く、改革を起こしづらいというのも足枷となっている。改革を起こすにも資金がなく、そもそも会社自体にそういった発想がないの	2023-01-19
	51	[image: 洪水量水計測]	洪水量水計測	明治２７年になると洪水が起きた際、どれくらいの水が上昇してくるのかを実際の上り幅を計測してまで具合的に計測しました。その記録個所の目印がこの写真のものです。

千曲川筋下高井郡立ｹ花村洪水量水表建設箇所実測図（信州デジタルコモンズ）
https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/museum_history/03PLNS00069000	2023-01-18
	52	[image: 小菅訓導]	小菅訓導	千曲川でおぼれた生徒を助けて殉職された小菅武夫先生をたたえるために作られた碑。	2022-12-04
	53	[image: 上田の養蚕]	上田の養蚕	　他県よりずば抜けて養蚕が盛んだった長野県の中でも上田は特に養蚕業で栄えていた。
　それは、千曲川の恩恵によるものである。上田盆地は桑の栽培に適していただけでなく、年間降水量が少ないことで蚕の飼育にも適していた。上田は、蚕の餌となる桑の栽培にも、蚕の生育にも適した土地であるという要素が重なって生まれた”蚕都”なのである。	2022-12-01
	54	[image: 上田千曲高校]	上田千曲高校	質実剛健を教育目標とし、工業科・商業科・家政科と３つの大学科を擁する上小唯一の総合的な専門高校。社会人して、円満の人格、品位ある個人の完成を期としている。	2022-11-30
	55	[image: 願行寺]	願行寺	浄土宗の寺院です。
願行寺の創建は不詳ですが、伝承によると千曲川太鼓淵で某村人が一光三尊の阿弥陀如来像を川底で見つけた事から当時の領主滋野氏に献上しました。
その後、後裔である海野小太郎が海野郷岩下に御堂を造営し松誉岌香上人を招き功徳山願行寺を開山、本尊として前述した阿弥陀如来像を安置しました。	2022-11-30
	56	[image: 災害と別所線について]	災害と別所線について	　今ある別所線の下之郷駅には昔、西丸子までつながる西丸子線がありました。チンチン電車やマッチ箱電車などの愛称で呼ばれ、通勤や通学時には混み合っていたそうです。しかし、昭和36年の梅雨前線豪雨によってトンネルや鉄橋などの破損し、電車の通行を休止するとともに、バス通行に変わり、昭和38年には廃止となってしまいました。
現在の別所線も2019年の台風19号による豪雨で千曲川にかかる千曲川橋梁が崩落して一部区間の運休が続き、一時期はバスで補っていたことがありました。
そのような状態だった別所線が廃止とならず全線復活して、今も鉄道として運行していることは素晴らしいことだと思います。
ローカル線が大災害によって、廃止になってしまうということは多くあり、そのたびに本当に鉄道として必要かどうか問われますが	2023-01-22
	57	[image: 上塩尻まちあるき：西側の板壁]	上塩尻まちあるき：西側の板壁	上塩尻は千曲川下流域（西方向）から吹き込む風が強いため、桑の葉に付く蚕の害虫であるカイコノウジバエを吹き飛ばすため質のよい桑が取れることが蚕種製造に適していたと言われています。実際にどの程度、西風が強いのかはわかりませんが、風が強かったことを物語っているのが建物の西側の壁一面に張られた板壁です。岩井小路にあるこの馬場邸の建物に西壁の板壁が残っています。風に吹きつけられると漆喰壁が傷むらしく、板壁で覆ってそれを防いでいるということです。

この板壁は景観的にも特色があり、写真集『民家の風貌』(小林昌人著、1994年)にも馬場家のこの板塀の景観が収録されています。	2022-11-29
	58	[image: 上塩尻まちあるき：北国街道]	上塩尻まちあるき：北国街道	上塩尻の中心部である大村は北国改造に沿って集落が展開しています。上塩尻は千曲川に面し、洪水の常襲地でもありました。洪水に見舞われた集落が太郎山系の裾野に移ったとも伝えられています。城下町、宿場町、商業の町は全国の街道筋にはどこにでも見られますが、上塩尻の蚕種製造民家で構成される集落は極めてめずらしい。おそらく全国でここだけではないでしょうか。歴史的景観を備えた美しい町並みにも感心します。	2022-11-29
	59	[image: 上田蚕種協業組合]	上田蚕種協業組合	養蚕が盛んだった上田盆地は、千曲川とその支流が作る扇状地や河岸段丘が発達し、桑の栽培適地であった。年間降水量が少ないことも蚕の飼育に適していたため、上田盆地は春蚕の産地であった。	2022-11-28
	60	[image: 上田の蚕種業の歴史]	上田の蚕種業の歴史	いつから始まったのか、上田の特徴を踏まえて蚕種業の歴史をとらえていきたいと思います。

江戸時代の末期から昭和にかけて、長野県の経済を支えたのが蚕糸業です。養蚕が盛んだった上田盆地は、千曲川とその支流が作る扇状地や河岸段丘が発達し、桑の栽培適地でした。また、年間降水量が1000㎜未満という気候は蚕の飼育に適しており長野県内でも上田盆地は春蚕の産地でした。また、松本盆地では夏秋蚕を中心として発展してきた地域であり、いつも対比されていました。こうした傾向は養蚕飼育技術が改良される明治末期まで続きました。	2022-11-22
	61	[image: １．千曲フルーツ]	１．千曲フルーツ	住所　〒386-1102 長野県上田市上田原１１１２−４

赤坂上駅近くにある青果店「千曲フルーツ」。
このお店では多くの種類の果物やスムージーが販売されていた。
私はバナナとくるみのスムージーを頼んだ。バナナの甘さとくるみの香ばしさが合っていてとても美味しかった。メニューも豊富で幅広い世代の人に受けるのではないかと感じた。	2022-11-01
	62	[image: 千曲フルーツ]	千曲フルーツ	上田原にある千曲フルーツに行きました。
お店の中には様々な地域のフルーツやジャム、ゼリーなどの加工品が売っていました。
私は左の梨とヨーグルトのスムージーをいただきました。フルーツ本来の優しい味で美味しかったです。
他にも豊富な種類のスムージーやジュースがあり、リピート客も多くいるのではないかと思いました。	2022-11-01
	63	[image: 西部地域　日理駅]	西部地域　日理駅	東山道において千曲川を渡った場所にあったとされる駅の跡地。
当時の場所には幾つかの説があったが、塔の礎石などが見つかったことから現在はここが有力とされている。
遺跡であるが、一般宅の畑の横に点在しているのが印象的だった。	2022-10-30
	64	[image: 西部地域　正福寺]	西部地域　正福寺	上田市秋和に位置するお寺。養蚕の神様である馬鳴菩薩が祀られている。
また、江戸時代に起こった「戌の満水」と呼ばれる千曲川の洪水の被害者を祀った千人塚が建てられている。	2022-10-30
	65	[image: 千曲フルーツ]	千曲フルーツ	上田市上田原にある千曲フルーツというお店です。お店には、新鮮な果物や、ジャム、スムージーなど様々なものがありました。店内で購入できるジュースとスムージーは、水を一切使わず、凍らせた果肉と果汁で作られているそうです。私は、ストロベリー・ラズベリー・ブルーベリー・ブラックベリーが入ったミックスベリースムージーをいただきました。甘酸っぱくてとてもおいしかったです！	2022-10-30
	66	[image: 上田城]	上田城	上田城の本丸跡は、二重の堀に囲まれているように見えた。調べてみると、一つ目は、本丸土塁の隅おとしだということがわかった。これは土塁の北東を、切り込み「鬼門よけ」としたもので、上田城の大きな特徴の1つであるとわかった。二つ目は、尼ヶ淵と呼ばれるものであり、当時城の粛には千曲川が流れ、穏やかで深みのある流れが、天然の堀となっていたと分かった。	2022-10-29
	67	[image: 千人塚]	千人塚	秋和の正福寺にある千人塚です。千曲川が氾濫(戌の満水1742年)して、犠牲になった人を供養しています。ちなみに昔は上田城下の公園のところは千曲川だったらしいですよ。正福寺のの観音堂には養蚕にまつわる仏様が祀られているそうです。	2022-10-24
	68	[image: 千曲川橋梁]	千曲川橋梁	台風19号によって1度は崩落したものの、無事に元の姿に戻った千曲川橋梁。
赤い橋と夕日と別所線のコラボには鉄道ファンではなくてもどこか惹かれるものがあります。ぜひ1度は直接見てみてください。	2022-10-22
	69	[image: 上田といえば…]	上田といえば…	上田と言えば、やはり、「真田」、上田城ではないでしょうか。この尼が淵は、下に千曲川が流れている場所に建設したことで堀として川を利用していたことを証明できる、最もわかりやすい場所であると思います。	2022-10-17
	70	[image: 上田市は乃木坂４６の曲のＰＶの撮影場所だった]	上田市は乃木坂４６の曲のＰＶの撮影場所だった	千曲川の河川敷で乃木坂４６の君は僕と会わない方がよかったのかなという曲のＰＶの撮影が行われた。	2022-10-13
	71	[image: 夕方の景色]	夕方の景色	千曲川に架かる橋から撮った一枚です。	2022-10-13
	72	[image: 千曲市の自家製ヨーグルト専門店]	千曲市の自家製ヨーグルト専門店	　友達とのドライブ中に立ち寄った自家製ヨーグルト専門店「バスチアン ヨーグルト」。おしゃれな店内はインスタ映え間違いなし！
　ヨーグルトの種類とフレーバーを選ぶシステム。ヨーグルトにもいろんな種類があることに驚き。私はハーモニーのベリーベリーフレーバーを注文。フルーツとヨーグルトの相性がとっても良くておいしい！！
　見た目も味も楽しめるおしゃれなお店です。	2022-10-13
	73	[image: 別所線]	別所線	お気に入りの１枚
千曲川に架かる赤い鉄橋を通る別所線です	2022-10-13
	74	[image: 万葉超音波温泉　【戸倉上山田温泉】]	万葉超音波温泉　【戸倉上山田温泉】	2022/10/11

千曲市にある万葉超音波温泉へ。

朝からあいているということもあり普段は朝にしか行かないのだがこの日は珍しく夜に。
子どもやお年寄りなど非常に地域に根付いた温泉だなぁ。と感じた。

超音波という名前の由来は
湧き出てくる気泡が破裂する際超音波が発生するところから。入浴によって骨の温度が0．5度から1度あがる。
体の芯から温まる。

値段は400円とリーズナブル。
シャンプーもボディーソープも備え付けであるためタオルのみで入りに来ることができる。

平日に訪れたが非常に賑わっていた。	2022-10-12
	75	[image: 白鳥園]	白鳥園	2022/10/02

千曲市にある温泉施設白鳥園へ。

初めてだったので非常にわくわくした。
上田市周辺だとほとんどの温泉に行っているので新しい温泉を開拓する時は格別。

ロウリュが19時からときき
18時50分にサウナに入ったが平日限定だったらしく15分も入ってしまいクラクラしながら水風呂へ。

温泉には裸眼で入浴するので
サウナのテレビはいつも何も見えないのが難点。。
解決できる眼鏡とか売ってないのかな。	2022-10-04
	76	[image: 瑞祥　【戸倉上山田温泉】]	瑞祥　【戸倉上山田温泉】	2022/10/04

ゼミ終わり、戸倉上山田温泉へ。
普段は23時頃に行くことが多いが
今日は珍しく夕方から。

壺湯→寝湯→サウナ→水風呂→サウナ→水風呂→外気浴→寝湯

がいつものルーティーン。

今日は閉館時間気にせず、ゆっくりテレビを見たり寝たりしながら最高の時間をすごした。
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普段、夕方から行く「びんぐしの湯」は改修工事のため当分休館らしい。
どこが変わるのか非常に楽しみ。	2022-10-04
	77	[image: スマートシティにおける上田市と千曲市の観光型MaaS・温泉MaaSの可能性]	スマートシティにおける上田市と千曲市の観光型MaaS・温泉MaaSの可能性	1.	はじめに
　この記事は、千曲市戸倉上山田温泉での温泉MaaSの取り組みの調査を行い、その調査をもとに上田市の別所温泉での温泉MaaSの課題と展望を考察していく。そして以上の考察を基に、観光型MaaSや温泉MaaSでの共通した重要となる要因を明らかにする。

2.	スマートシティの定義
そもそもスマートシティとは何かである。まずは、スマートシティの定義を整理することからはじめる。スマートシティとは、IoTやAIなどの最先端技術を活用し、エネルギーや交通網などのインフラを効率化することで生活やサービスの質を向上させた、人が住みやすい都市のことである。スマートシティという言葉の定義は、これまでも様々な機関で定義されている が、国土交通省によると「都市の抱える諸課題に対して、ICT 等の新技術を活用しつつ、マネジ メント	2022-08-11
	78	[image: 夏の始まり　【七輪】]	夏の始まり　【七輪】	2022/07/02

2日間マイサイトの投稿ができなくてごめんなさい。
でも、それには理由が…！

2日間、一時の暇もなくうごいていたから！
ということで
今日は2日間を一気に投稿。

僕の趣味であるアウトドア。
特に大学生になってからはまっているのは【七輪】
高校生の頃に七輪でサンマを焼いている様子をみてから
やりたくて、アマゾンで購入して
たまにやっている。

今回は千曲川のほとりで、七輪で焼き鳥をした。
私は焼き鳥屋のバイトをしているので
火起こしも焼き鳥を刺すこともお手の物（笑）

小さな七輪だが
うまく焼けて最高の夜ご飯を食べることができた。
途中から、友達も参戦し
和気藹々と時間を楽しんだ。	2022-07-04
	79	[image: 初夏の上田]	初夏の上田	6/18の昼、上田市築地の辺りのふと目にした風景。信号待ちでふとゲットした自然の風景です。千曲川に合流する浦野川の河口域です。目の前に展開している山の右端に千曲公園、岩鼻があります。山々の緑も次第に色濃くなり、田植えされた稲も少し伸びてきました。まだ暑くなりきらない、初夏の爽やかさを感じました。	2022-06-19
	80	[image: 上田飛行場跡(上田千曲高校)]	上田飛行場跡(上田千曲高校)	上田千曲高校に足を運び、戦前に上田市に存在した「上田飛行場跡」の碑を見に行った。

碑には戦時中の上田地域での主な出来事などが記されており、飢饉があったことなどがわかった。	2022-05-17
	81	[image: 戸倉上山田温泉 夏祭り]	戸倉上山田温泉 夏祭り	戸倉上山田温泉夏祭りは、開湯当時から千曲川の洪水の被害にあった当温泉において、水の神様の怒りを鎮め、また、いで湯に感謝する水天宮の祭事が由来です。

昼には、各地区から子供たちの神輿や山車が練り歩きます。
昼から夜に向けては、提灯行列を先頭に、木遣り、勇獅子、暴れ神輿と呼ばれる 4基の神輿（若連神輿）が上山田温泉街を練り込みます。
露店もたくさんあり、非常に盛り上がるお祭りです。

神輿に一度参加したことがありますが、本当に熱量がすごく、また飲食店や旅館の方のふるまいが美味しく、とても楽しかったです。近年はコロナで中止になってしまっているので、また参加できるようになる日が待ち遠しいです。

約40kgもある獅子の頭を巧みに操る勇獅子の「狂い」（眠りに誘われた獅子が暴れ狂う	2022-05-10
	82	[image: アーツプロデュース工房]	アーツプロデュース工房	ステンドグラス・体験教室・ガラスアート

千曲市内の施設、文化会館や上山田ホテルなど様々な場所で、ここのステンドグラスが活躍しており、とても綺麗です。
大人から子供まで気軽に参加できるステンドグラス体験もあり、
アクセサリーや⼩物など、オリジナルグッズの制作体験ができます。
現在はリモートで参加できるハンドメイド教室も行っているようです。

本店と戸倉店の2箇所にお店があります。
本店 9時〜20時
戸倉店 【完全予約制】11時〜17時	2022-05-10
	83	[image: 料理倶楽部 六花亭]	料理倶楽部 六花亭	看板メニューの豆腐ステーキが有名！
豆腐とソースの絶妙な旨みが口中に広がります。
コースを頼んだ際にも、とても素敵なお料理がたくさん出てきました！
店内にはオーナーが収集したアンティークが並んでおり、異世界な空間で暖かい雰囲気で、ゆっくりと食事を楽しめます。
映画のロケ地にもなっています。「透子のセカイ」

ランチ 11:30~14:00
ディナー17:00~21:00
水定休	2022-05-10
	84	[image: 射的 みどり＆小津 in戸倉上山田温泉街]	射的 みどり＆小津 in戸倉上山田温泉街	レトロな雰囲気を楽しめる温泉街には射的屋さんもあります。
映画のロケ地としてもよく使われる戸倉上山田温泉の温泉街。
上山田温泉に訪れた際にはぜひ訪れて欲しいです。
旅館に泊まって浴衣を着て夜外に出るのもよし、ネオンが光る街を歩いてみては？

小津
19:00~23:30 不定休 
10発500円	2022-05-10
	85	[image: 姨捨駅と姨捨の棚田]	姨捨駅と姨捨の棚田	標高551mにあるJR東日本の駅『姨捨駅』
日本三大車窓の1つとして知られている。

全国でも珍しい「スイッチバック方式」を採用しており、本当に行ってよかった「鉄道ファンがガチ投票！駅総選挙2022」では、第5位を獲得し話題となった。

ホームからは棚田と善光寺平を見渡すことができ、姨捨夜景ツアーも開催されている。
姨捨の棚田では、「名月の里 おばすて 千曲市棚田貸します制度」で棚田のオーナーになり稲作体験もできる。

2020年６月19日に文化庁から「姨捨の棚田」が日本遺産に認定されたことをきっかけに、2021年12月22日にオープンした千曲市日本遺産センターにも注目。千曲市内の文化財とストーリーなどの資料の展示、歴史の紹介、イタリアン料理も楽しめる。	2022-05-10
	86	[image: 飯山の菜の花まつり]	飯山の菜の花まつり	前回、菜の花まつりに訪れてから久しくなります。10年以上経つかな？　その時に比べると花畑が一段と広くなりました。一面が黄色の花畑です。この景観は素晴らしい。

今年はコロナ禍のため、会場でのイベントも出店もない形での開催ながら大勢の人々が訪れていました。千曲川を見下ろすスポットからの風景は「絵になる風景」です。誰もが撮って紹介する定番の構図ながら「今さらながら」私もその構図のスナップを載せておきます。

今回、飯山を訪れて感心したことは飯山じゅうに菜の花が植えられ、菜の花の地域を印象づけていたこと。国道の沿道には延々と菜の花が続いています。それ以外の場所にも数多く。これはすごい。飯山の地元住民にとっても地域のアイデンティティ、ほこりになってきているのではないでしょうか。そのことに	2022-05-05
	87	[image: 岩鼻にチョウゲンボウ]	岩鼻にチョウゲンボウ	昨日5/3、岩鼻の下を通過したところフィールドスコープを構えた人たちの姿が。おそらくチョウゲンボウの巣があり、チョウゲンボウが巣に戻る様子を撮影しようと待ち構えていると直感し、少し双眼鏡で観察をしました。双眼鏡の倍率・精度は抜群によいのですが、鳥の姿はありません。

猛禽類のチョウゲンボウの巣がかつてここにあったことは聞いていましたが、ここにチョウゲンボウが戻ってきているようです。	2022-05-04
	88	[image: 当研究会発行のブックレット　バックナンバー]	当研究会発行のブックレット　バックナンバー	号によっては品切れがあります。上田市内の書店でお買い求めください。または上田小県近現代史研究会事務局へお申込みください（下記に住所記載）。

号数　ブックレットタイトル　著者　発行年月
1 『深町広子と上田自由大学』上原民恵[著] 1995.03,2000[改訂]【品切れ】
2 『上田小県地方に空襲があった』新津新生[著] 1996.07,2005[改訂]【品切れ】
2 『上田小県地方に空襲があった 増補改訂版』新津新生[著] 2005.07【品切れ】
3 『信州の鎌倉　別所温泉―歴史と文化―』上田小県近現代史研究会[編] 1997.10,1998[改訂]【品切れ】
4 『金	2022-03-06
	89	[image: 千曲川と近代文学①]	千曲川と近代文学①	近代の作家、島崎藤村は「千曲川旅情の歌」という詩を明治38年に発行された「落梅集」で初出している。
明治32年、小諸義塾の教師として信州・小諸に招かれ、小諸で6年間生活し、家庭を持った。
「千曲川旅情の歌」は「小諸なる古城のほとり」から始まる歌であり、長野での生活が藤村の歌に影響を与えていたことが分かった。


 『国立国会図書館デジタルコレクション』に、
『落梅集』が収録されている。	2022-02-15
	90	[image: 「私の地域探求」一覧(情報通信文化論2021成果物)]	「私の地域探求」一覧(情報通信文化論2021成果物)	★：マイテーマ　◆：探求者のマイサイトにリンク　【１】～【７】の地域は上田

【１】上田の歴史
★1「上田藩第6代藩主 松平忠固」(探求者：yo-to)
★2「上田の歴史（貿易、蚕糸業、金融）」(探求者：じょうじ)
◆3「明治の上田での生活」(探求者：Ｔ)
★4「戦時中の暮らしについて」(探求者：みるくた	2022-02-13
	91	[image: 千曲川と蚕種]	千曲川と蚕種	上田市の蚕種産業が盛んになったきっかけとして千曲川の存在が大きい。川原の乾燥地帯という蚕種に好条件な土地に、千曲川の下流部の最も適した場所では、両岸から岩鼻の断崖がせまっており、谷幅８５０ｍという狭い谷となっている。そのため風はこの峡谷を通って強風となり吹き付ける。つまり下流部年中川風が吹いていた。この強風の影響で蛾を死滅させてしまう害虫「カイコノウジバエ」は桑葉に産卵が出来なかった。そのため、卵の植え付けられていない歩桑が育つというわけである。この歩桑の活躍もあり上田の蚕種は大きく成長した。	2022-02-09
	92	[image: 戦国時代の上田城]	戦国時代の上田城	戦国時代、天才的な軍略家として称された真田昌幸が、上杉家に対抗するため徳川家康を説得し、上田城を築城した。上田城の築城構想は、実に巧みなものとなっている。

千曲川の北岸一帯は、神川や矢出沢川が作った谷間にある、勾配の大きな扇状地となっており、千曲川の河岸段丘となっている。そのため、大外堀の役割を果たしているため、簡単には攻め込まれない。城の南端でも、千曲川の分流が高低差の大きな岸をつくっていることや、対岸や東側も難攻不落の地となっている。

この時代から土地を生かした築城がされていたとは驚きで、上田の土地柄ならではのことであると感じた。


参考文献・資料
・信州街あるき　上田城址を訪ねる

・上田城跡	2022-02-04
	93	[image: 別所線存続運動]	別所線存続運動	令和元年台風19号に伴う千曲川左岸堤防の欠損により、令和元年10月13日早朝に上田電鉄別所線千曲川橋梁が崩落しました。これは上田別所線を存続するために、ふるさと寄付金を募るためのモノだ。地元の人々に愛されているのが分かる。	2022-02-07
	94	[image: 上田市「別所線応援プロジェクト」]	上田市「別所線応援プロジェクト」	令和元年台風19号に伴う千曲川欠損により、令和元年10月13日早朝に上田電鉄別所線千曲川橋梁が崩落した。そこでこのプロジェクトを始めると、上田電鉄別所線に対し上田市内外から数多くの鉄道ファンの方々から寄付が集まったそう。

[参考文献・写真]
https://www.city.ueda.nagano.jp/site/besshosen/14543.html	2022-02-06
	95	[image: MIZUMATCH―長大サミット2021発表団体/登壇者紹介①]	MIZUMATCH―長大サミット2021発表団体/登壇者紹介①	▼発表動画
https://youtu.be/VR3TfoZnqbs?t=180

「ミズとマチ（水と街）をマッチさせよう」をコンセプトに、上田市、千曲川を拠点に活動する団体。最近は菅平高原でのスカイランタンイベントをクラウドファンディングで実行するなど幅広く地域貢献活動に取り組んでいる。

	Twitter：https://twitter.com/mizumatch?s=11
Instagram：https://instagram.com/mizumatch_wkwk?igshid=15je1ichh0kim

	2022-02-04
	96	[image: 松代藩最大の犠牲１６０人]	松代藩最大の犠牲１６０人	松代藩で最大の犠牲を出したのが、岩野村（長野市松代町岩野）。「松代満水の記」は「岩野村、男五拾八人、女百弐人流死」とある。村の人口の３分の１が死亡したという。かつての谷街道の笹崎よりに「川流溺死万霊供養塔」が建っている。ここ岩野村で１６０人の流死者が出た背景には、大雨で雨が降り続いた後、土砂崩れになり一気に水が来たためである。従来より雨が降り続くと、上田地域から１時間で水が来ると言われており、当時は気象情報などが迅速に伝わるようにはなっていなかったためと考えられる。

また２０１９年１０月１２日には、台風１９号による集中豪雨で松代地区の河川や建物、田畑等に甚大な被害をもたらした。人的被害が無かったものの、建物や千曲川河川敷の畑や農機具、自動車等浸水被害は多岐にわたっている。松	2022-01-30
	97	[image: 万葉集と千曲川②]	万葉集と千曲川②	千曲(ちぐま)なに　浮き居(を)る舟の 漕ぎ出なば
　　　　　 逢ふことかたし 今日(けふ)にしあらずは
作者：不明

意味：あの岸辺に浮いている舟が漕ぎ出して行ってしまったらもう二度とあの方にお逢いできないでしょう。せめて今日だけでもお逢いしなくては。

私の考察
千曲川の岸辺に停まっている船に乗った想い人。船が出てしまったら、もう逢うことができないと思った作者がせめて今日だけでもと逢いにいく様子が読み取れる。	2022-01-27
	98	[image: 上田地域の地形概要]	上田地域の地形概要	上田地域の地形は、太郎山や小牧山に囲まれたほぼ三角形の盆地地形となっており、「上田盆地」とも言われている。上田盆地の標高は約400～500メートルである。

市内には、千曲川が流れているが、地殻変動によって湖水が干上がり、千曲川が流れるようになった。

市の中心市街地は、千曲川沿いの低平地に立地している。その低平地のなかでも、千曲川沿いに千曲川河床から比べて、数ｍ～数十ｍ程度の急な崖も存在しており、その崖の上に上田城跡、市役所、学校などが立地している。低平地と言えど、少し離れただけで急な崖となっている、上田地域の特徴的な地形であると言える。


参考文献
・上田地域千曲川自然電子図鑑　上田地域の地形・地質

・	2022-01-26
	99	[image: 万葉集と千曲川①]	万葉集と千曲川①	信濃なる　千曲の川の　さざれ石(し)も　君し踏みてば　　　玉と拾はむ

作者：不明

意味: 信濃の千曲川の小石でさえ、あなたが踏まれた石ならば、玉と思って拾います。

私の考察
この歌は恋の歌だと思います。
好きな人が触れた石を大切に拾い上げる乙女心が読み取れます。	2022-01-27
	100	[image: 千曲川を駆けた戦国武将]	千曲川を駆けた戦国武将	千曲市の上流、佐久・小諸地域は、武田信玄のゆかりの地が多いです。

佐久市新海三社神社は武神が祀られており、信玄が箕輪城攻めをする際、祈願文を奉納したり、川中島合戦前に戦勝祈願した生島足島神社があります。ここの神社は、家内安全、健康長寿、安産祈願などの御利益があり、結婚式を挙げる方もいらっしゃいます。


続いて、甲斐の武田信玄が、越後の上杉謙信と覇を争った、5回、12年にわたる戦いの中で、信玄が戦勝を祈った寺社についてです。

川中島合戦の1回目の戦いは、天文22年(1553)、長野市布施、続いて千曲市八幡で行われ、この「布施の戦い」で信玄は後退する。このとき、上杉謙信が攻略した千曲市荒砥城は、現在史跡公園として整備されています。

3回目は、弘治3年(1557)長野市上野原で行われ、戦の前に、謙信は千	2022-01-26
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